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保全対策検討項目（アイヌ文化環境保全対策調査委員会意見とりまとめ） 
 

 

保全対策検討項目 保 全 対 象 保全対策検討概要 
備   考 

（保全対象や方策） 

検討会を通じた対応方針 

（場所、時期、規模等などを具体的に） 

事業主体 

（実施主体）

１．精神文化への対応 チノミシリ 
伝統的なカムイノミを伴う儀礼の様式が持続で

きるように配慮 

祈りの対象は残存 

当事者性に則した対応 
  

植 物 素 材 
生育かつ収穫できるような措置と、必要に応じて

栽培育成の条件を整備 

薬用、食用、伝統工芸品や生活用具等の

製作に必要な素材 
  

魚 類 影響を最小限にするような配慮 
生物の多様性の確保、魚にやさしい川づ

くりなど 
  ２．生物の生存環境への対応 

動 物 影響を最小限にするような配慮 ヒグマ、エゾシカ   

３．生活文化への対応 － 
栽培様式の再現によるアイヌ文化の伝承と、か

つ、その様式を多くに人に理解させるための提示
川州畑   

４．文化景観としての地形・

事物・事象への対応 
アイヌ語地名 

アイヌ語の地名に表されている地形などの意味

が伝承されるような措置 

アイヌ語地名を示した地図の作成、アイ

ヌ語地名データベース整備など 
  

５．保全対策に係るアイヌ文

化普及への対応 
－ 

保全対策に係るアイヌ文化を広く理解してもら

う場を設置 
野外設備や必要に応じた屋内展示   

６．保全対策推進への対応 － 
新たな組織による調査の継続と必要な資料の収

集・検討 
具体的検討、調査   

７．栽培実験の継続への対応 － 
資料的価値と将来活用のため、栽培を継続と維持

のための措置 
木本類   

８．「調査委員会意見とりまとめ」の中において述べられている諸見解、とりわけ第４章で提示された文化環境保全対策の考え方や具体案についての対応 

 

 


